
平成２６年度森林計画の策定等に関する検討会議事概要

１ 日 時 平成２７年３月６日(金) 13:30～15:3０

２ 場 所 東北森林管理局 ２階 大会議室

３ 出 席 者 別紙のとおり

４ 議事概要

【主な意見】

○ 県・市町村等とも連携して、これまでの環境教育に職業教育・キャリ

ア教育の視点も加えて推進していただきたい。

○ 森林は水とエネルギーを供給するという重要な役割を担っている。林

野を有している町や村等の子ども達が自分の住んでいる地域に誇りを持て

るような教育をしていただきたい。

○ 森林環境教育で利用するための林道や歩道の管理・整備等も進めてい

ただきたい。

○ 木質バイオマス利用を目的とした共用林野の設定が可能になったこと

は歓迎。さらに活用が進むようお願いする。

○ 伐採から植栽までを一体的に行う一貫作業システムは再造林の低コス

ト化の有力な方法。東北局全域で取り組みを進めていただきたい。

○ 民有林では、再造林が進んでいないことが大きな課題。国有林では確

実に再造林を実施していただき、低コスト化を先導していただきたい。

○ 国有林に対する理解や支援を得るためにも、国有林が取り組んでいる

課題について発信していただきたい。
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